景観形成のポイントに係るチェックリスト
① 道路
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	線形は、周辺の地形や景観への配慮を含む総合的な計画条件を検討して決定する。また、良好なまちなみや地域の景観資源等の活用、あるいは歩行時や走行時の景観の変化や眺望にも配慮する。
	
	□

	大規模な法面や盛土など周辺の景観に大きな影響を及ぼす恐れのある構造は、できる限り避けるなど、地域の景観を乱さない構造を選択する。
	
	□

	舗装については、安全面、機能面や環境面の配慮とともに、自然色舗装等地域の特性に応じたデザインや素材の工夫に努める。
	
	□

	幹線道路などにおいては、安全で快適な通行空間の確保、都市景観の向上、都市防災の向上及び歴史的景観の保全のために必要な場合は、電線管理者等の協力を得て、無電柱化に努める。
	
	□

	街路樹等の緑化にあたっては、景観の連続性やアクセントとなるような効果的な配置を工夫する。また、地域や場所の特性を表現するため、在来樹種等の活用を検討するとともに、植栽を行う地域や場所の環境に応じて適正な樹種を選択する。
	
	□

	埋設物の維持管理等で部分的に舗装を復旧する場合、できる限り従前の舗装と違和感が生じないよう配慮する。
	
	□

	玉串川、長瀬川沿いは、歩行者目線で楽しめる景観配慮として望ましい場合は、デザインマンホールの設置に努める。
	
	□


	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	附属物

	柵等は周辺景観に対して目立ちすぎない形状とし、色彩については、目立たず落ち着いた色彩を使用する。
	
	□

	眺望の期待できる高架道路等における付属物等については、安全性、機能性を確保しつつ、地域の状況に応じて、眺望の確保に努める。
	
	□

	電柱等を含む道路占用物、設備類等は周辺景観や他の構造物との一体的な調和を図るよう配慮する。
	
	□

	道路反射鏡については周辺景観との一体的な調和を図るような色彩及び形状を配慮する。
	
	□

	彫刻、モニュメント等の設置にあたっては、安全性を含め設置場所の空間特性に配慮する。
	
	□

	照明施設は、周辺の状況に応じた照明方法等により、夜間景観が良好となるよう配慮するとともに、光による害が生じないように努める。
	
	□

	照明施設の器具や支柱等のデザインは、周辺の自然やまちなみ等の景観に調和するよう配慮する。色彩については、周辺の柵等と調和したものとする。
	
	□

	サイン等は、掲出場所に留意し、分かりやすく、統一性のある質の高いデザインを採用したうえで、数や規模を必要最小限とするよう努める。
	
	□

	道路標識・信号柱やサイン等の支柱の色彩や、サイン等の色彩については、周辺の柵等と調和したものとする。
	
	□


	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	緑化

	各種緑化基準の達成に努めるとともに、民間施設のモデルとなる緑化に努める。
	
	□

	地域のシンボルとなる樹林や樹木は景観要素として極力保全する。
	
	□

	駅前や街の中心部などの緑化効果の大きい場所においては、それぞれの場の個性を形づくるシンボル的な高木の植栽や、地域との協働体制が活用できる場合などは、四季の彩りを演出する花壇などの整備についても検討する。
	
	□


② 橋梁・高架構造物
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	橋梁の新設は、地域の特性に応じて、周辺の景観に対して配慮する。また、当該施設が地域の景観資源となりえる場合には、主要な眺望点からの見え方を考慮する。
	
	□

	高架橋は様々な角度から眺められる対象となることから、周辺景観に馴染ませる工夫を行い、圧迫感や威圧感を与えないように努める。
	
	□

	下からの見え方に配慮し、桁裏・階段裏は高明度かつ低彩度の色とするとともに、すっきりとしたデザインとする。また、配管等の付属物は目立たないようにする等配慮する。
	
	□

	橋梁・高架構造物の付属物については、道路の景観形成のポイントに準じる。
	
	□


③ 公園・緑地・広場
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	公園景観は、市街地における緑の拠点として、緑豊かな景観を形成するとともに、周辺の緑や水辺等との連続性に配慮する。
	
	□

	公園等の立地する地域の歴史や生態系などの特性を把握し、地域に根ざした公園等をつくる。
	
	□

	安全面に配慮した上で、緑と施設の配置バランスや周辺地域を意識したデザインを行うなど、個性的で魅力的な公園等となるよう努める。
	
	□

	道路際や敷際については、安全面や生活環境面など周辺状況を考慮した上で、視線の通る柵等や緑化等により圧迫感のない景観に配慮したデザインを行う。
	
	□

	柵等、あるいは照明柱等の設置にあたっては、周辺と調和した素材や色彩を選ぶこととする。
	
	□

	ベンチなどの休憩スペースは、周辺の自然を眺めることのできる視点場として、落ち着きのある空間となるようデザインする。
	
	□

	案内サインは、可能な限り大きさ、高さを揃えるとともに、集約化に努め、シンプルでわかりやすい表示を心がける。
	
	□

	駐車場を設ける場合は、園内の自然的景観を阻害しないよう、設置位置の工夫や植栽等の緩衝帯の設置等により、周囲からの駐車車両の見え方に配慮する。
	
	□

	緑化については、道路の景観形成のポイントに準じる。
	
	□


④ 河川・水路
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	水辺に人々が集まる交流空間や親水空間など、安全面に配慮した上で、人々が自然とふれあえる水辺の整備に努める。
	
	□

	地域の特性に応じて、蛇行する流れ、瀬や淵などの多様な水辺の再生、護岸の素材の工夫などにより、生き物の生息の場（生態系）に配慮し、自然と共生する川をめざした整備を図る。
	
	□

	河川・水路空間とその周辺地域を一体的に捉え、河川・水路沿いの緑地の保全、まちなみとの調和などに配慮する。
	
	□

	護岸は、河川に沿った景観を構成する重要な要素として、周辺景観や橋梁、橋詰めなどと調和したデザインとなるよう配慮する。また、必要に応じて、安全面に配慮した上で、階段状としたり緩勾配にするなど、水辺に近づきやすい形態となるよう配慮する。
	
	□

	コンクリート護岸は、石などの素材感のあるものや、多孔質なものを使用することにより、表情豊かな自然の風合いのある景観の創出に努める。
	
	□

	柵等、あるいは照明柱等の設置にあたっては、周辺と調和した素材や色彩を選ぶこととする。
	
	□

	柵等は、歩行者の水辺への眺めを妨げないよう、できる限りシンプルな形状とし、必要最小限の設置とする。
	
	□

	河川沿いの植樹による並木の形成、護岸の緑化、法面植栽等、積極的な緑化を図り、水と緑のうるおいの空間の創出に努める。
	
	□

	ベンチ、あずま屋等は、石や木材又はそれらに類似する風合いを持つ素材を効果的に使用し、自然と調和するデザインを目指す。
	
	□

	緑化については、道路の景観形成のポイントに準じる。
	
	□


⑤ ため池
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	地域の特性に応じて、護岸の素材の工夫などにより、生き物の生息の場（生態系）に配慮し、自然と共生するため池をめざした整備を図る。
	
	□

	ため池とその周辺地域を一体的に捉え、ため池周辺の緑地の保全に配慮する。
	
	□

	人が歩いて楽しむ場として利用するため池の護岸や管理通路等は、自然素材もしくは類似する風合いを持つ素材を効果的に使用し、自然と調和するデザインを目指す。
	
	□

	人が歩いて楽しむ場として利用するため池の柵等、あるいは照明柱等の設置にあたっては、歩行者の水辺への眺めを妨げないよう、できる限りシンプルな形状とし、安全上支障のない範囲で必要最小限の設置とし、かつ周辺と調和した素材や色彩を選ぶこととする。
	
	□

	人の侵入が望ましくない安全管理を重点におくため池は、安全性を欠くことのない、自然に配慮するデザインにすることができる。
	
	□


⑥ 公共建築物
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	周辺景観との調和、隣接する敷地や周辺道路等との一体的な景観形成、地域性を活かしたデザインなど、景観づくりの手本となるよう良好な景観形成を行う。
	
	□

	オープンスペースを設ける等、開放感とゆとりある公共空間の創出を目指す。また、公園や広場等と隣接する場合は、それらと一体的に計画し魅力的な空間をつくるよう努める。
	
	□

	建築物の付帯物（高架水槽、ダクト類、エアコン室外機等）については、建築物との一体化や敷地の外から見えない位置への配置など、外観に配慮する。
	
	□

	駐車場、駐輪場及びごみ置き場等は、敷地の外から直接見えないよう配置を工夫したり、見える場所に設置する場合は植栽により修景し、又は建築物等と一体化するなど、外観に配慮する。
	
	□

	敷地内の緑化を推進し、うるおいある景観形成に努める。また、安全面等に配慮しつつ、道路に面する敷際に緑を配置する等、緑による効果的な景観形成に努める。
	
	□

	退色、損傷、汚れに強い素材や、時間の経過につれ味わいの出る素材を使用する等、美観の持続性を考慮する。
	
	□

	建築物に設置する屋外広告物は、建築物のデザインと統合した質の高いデザインとなるよう配慮する。
	
	□

	柵等を設ける場合は、道路に対し閉鎖的とならないよう配慮するとともに、意匠や色彩は建築物本体や周辺景観と調和するよう計画する。
	
	□

	緑化については、道路の景観形成のポイントに準じる。
	
	□


⑦ その他（斜面、法面、擁壁面等）
	記載事項
	配慮した内容
	非該当

	斜面、法面

	緩やかな勾配の採用により圧迫感を和らげる。
	
	□

	周辺の地形との連続性に配慮する。
	
	□

	可能な限り高さを抑え、形態を分節化するなど、長大な壁面が生じないよう配慮する。
	
	□

	安全上支障のない範囲で緑化し、周辺景観との調和に配慮する。
	
	□

	擁壁

	高さを可能な限り抑え、圧迫感を和らげる。
	
	□

	周辺景観と調和した規模、デザインとなるよう配慮する。
	
	□

	擁壁前面に植栽を設けるなど、周辺景観との調和に配慮する。
	
	□



